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＜対策の方針・目標＞　

　御殿場市は、静岡県の北東部に位置し、麗峰富士と箱根山系の裾合に形成された高原都市で
す。また、この地は駿河湾と相模湾の分水界で、ＪＲ御殿場駅を挟んで南側は黄瀬川・狩野川を
通して静岡県駿河湾へ、北側は鮎沢川・酒匂川を通じて、神奈川県相模湾へと水が流れていま
す。
　気候は内陸性の気候で、夏と冬・昼と夜の温度差が大きいですが、標高が高いため、７～８月
の盛夏でも涼しく過ごしやすい気温です。加えて年間を通して雨と霧が多く、特に霧の発生率は
全国的にも高くなっています。
　産業面では、東名高速道路の利用で首都圏から車で約１時間という立地条件もあり、自動車機
械・食品等各種企業の工場や物流施設、研究所、研修施設が進出しています。富士山からの豊
かな伏流水を用いた農業も盛んで、ごてんばこしひかりや水かけ菜、わさび等の栽培が行われて
います。
　また夏の富士登山や温泉・アウトレットモール・地ビール施設等、観光資源にも恵まれ、年間お
よそ１，３５０万人の観光客が国内外より御殿場市を訪れています。
　このように御殿場市は、わが国の最高峰である富士山や、箱根、富士五湖、伊豆といったわが
国屈指の観光ゾーンの中心地として重要な位置にあるとともに、首都圏からの立地条件や、静岡
県、神奈川県、山梨県の接点という地政学的条件、自然や観光資源等の環境的条件の整った街
として、発展を続けています。
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昭和３０年２月１１日、御殿場町・富士岡村・原里村・玉
穂村・印野村が合併し、御殿場市市制施行。
昭和３１年１月高根村を、昭和３２年９月小山町古沢地
区をそれぞれ編入し、現在に至る。
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　御殿場市では、平成２７年度に策定された「第四次御殿場市総合計画」で、市民の心の健康
管理の充実について、「心の健康相談に関する各種相談窓口の積極的・効果的な利用を促
し、相談窓口の充実を図る」と施策目標を掲げている。
　また、平成30年度に策定された「第１次御殿場市自殺防止計画」では、「気づく　つなげる
いのち守る　ごてんば」を基本理念に掲げ、市内の自殺者数を平成29年度と比べて、令和10
年度までに30％以上減少させることを数値目標として設定している。
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＜具体的な取組み＞

１．メンタルチェックシステム「こころの体温計」サービス提供

平成２７年度より、市ホームページ上でメンタルチェックシステム「こころの体温計」

サービスを提供している。

市ホームページ上の「こころの体温計」入口からアクセスし、自身や家族のメンタル

チェックをすると結果がイラストで分かりやすく表示されるとともに、各種相談窓口等の

連絡先が表示される。

本市における課題として、行政等により自殺予防に関する各種相談窓口を設けてい

るが、利用者にとって相談先が分かりにくい等、相談窓口が有効に活用されていない

等の課題がある。
また市総合計画にも相談窓口の積極的・効果的な利用の促進が挙げられていること

２．各種相談窓口の開設
①臨床心理士による「こころの健康相談」
市民を対象とした、臨床心理士２名（市職員）による「こころの健康相談」を月２回（第

２・第４木曜日）に実施している。
平成２３年度より心理面からの市民生活の支援や自殺予防をめざして、市職員として

臨床心理士を採用。心の健康に不安を感じている人や、その家族のための面接相談を
実施し、市民の心の健康の確保と、ストレスや不安を要因とする自殺防止に取り組んで
いる。
②「はればれ相談・はればれダイヤル」
学校・友人・親子関係など、青少年が抱える不安や悩み事に対して、気軽に相談しや

すい環境を整えることで、青少年の心理面での安定を図れるよう、取り組んでいる。

３．コミュニティＦＭでの啓発活動

御殿場市及び隣接の小山町を放送対象地域としたコミュニティＦＭ局「富士山ＧＯＧＯ

エフエム」の市からのお知らせ番組「デイリーごてんば」内で、心の健康や自殺予防、自

殺対策に関する市の取り組みについて、定期的に放送している。

放送対象地域の居住者約１０万人に向けて、地域情報番組の中で情報を発信をする

ことで、住民に市の取り組みに気づいていただける機会を増やし、自殺防止への関心を

高めるとともに、相談窓口や市の事業の利用促進を目指している。

４．ゲートキーパー養成
第１次御殿場市自殺防止計画ではゲートキー

パーの養成を目標に掲げていて、窓口業務等で市
民に接する機会の多い職員を対象に研修を実施し、
悩みを抱えている人などの変化に気づき、早期に適
切な窓口へつなげる体制を整えている。今後は地
域の各種団体を対象に研修を計画・実施し、自殺防
止対策の効果的かつ効率的な推進を図っている。
また、市職員を静岡県「ふじのくにゲートキーパー

養成講座」へ派遣し、自殺防止に対する意識の向
上を図っている。

食育推進キャラクター「ごてんばこめこ」


